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スタイルナンバーS10から以下のコマンドまたはパラメータが有効になります。

AO 伝送出力チャネルへの測定/演算/通信出力チャネルの割り当て

モード 運転モード
設定 AOp1，p2＜ターミネータ＞

p1 伝送出力端子番号(スタンドアロンタイプ：001～ 060，拡張タイプ：001～ 560) p2
p3 測定/演算/通信出力チャネル番号

OFF：0.05V以下または0.15mA以下
001～ 560：測定チャネル(スタンドアロンタイプは001～ 060)
A01～A60：演算チャネル(スタンドアロンタイプはA01～A30)
C01～C60：通信入力チャネル(スタンドアロンタイプはC01～C30)

例 サブユニット1伝送出力端子05から測定チャネル245の測定データを伝送出力する。
AO105，245

解説 ・ システム認識されていない伝送出力端子を指定した場合はエラーになります。
・ システム認識されていない測定チャネルを指定した場合はエラーになります。
・ オプションの演算機能が付いていない場合，演算チャネルを指定するとエラーになります。
・ 通信モジュールがシステム認識されていない場合，通信出力チャネルを指定するとエラー
になります。

YO 伝送出力の時定数を設定

モード セットアップモード
設定 YOp1＜ターミネータ＞

p1 時定数(0～ 9)
例 時定数を6に設定する

YO6
解説 ・ 設定値と時定数は次のようになります。

設定値 時定数(ms) 設定値 時定数(ms)

0 4 5 250
1 12 6 500
2 28 7 950
3 60 8 1750
4 125 9 3000

ただし，時定数は1Vから5Vまたは4mAから20mAに変化したときの値です。変化量が
少ない場合は，設定した時定数より小さくなることがあります。

CMコマンド(6-10ページ)
オプションの演算機能が付いている場合と伝送出力モジュールが装着されている場合に有
効です。
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XZコマンド(6-13ページ)
以下の伝送出力モジュールの校正を追加してください。

● 伝送出力モジュールを出力値を確認しながら校正する
XZp1，p2，p3，p4，p5，p6＜ターミネータ＞
p1 サブユニット番号(0～ 5)
p2 スロット番号(0～ 5)
p3 CAL/EXEC
p4 出力端子番号(DT500-11の場合は01～ 10，DT500-21の場合は01，02)
p5 出力選択(ZERO，FULL)
p6 校正値

●予め決まった校正値で校正する
XZ p1，p2，p3・・・・，p23＜ターミネータ＞
p1 サブユニット番号(0～ 5)
p2 スロット番号(0～ 5)
p3 DISPLAY
p4 出力端子番号1のZero校正値
p5 出力端子番号1のSpan校正値
p6 出力端子番号2のZero校正値
p7 出力端子番号2のSpan校正値
p8 出力端子番号3のZero校正値
p9 出力端子番号3のSpan校正値
p10 出力端子番号4のZero校正値
p11 出力端子番号4のSpan校正値
p12 出力端子番号5のZero校正値
p13 出力端子番号5のSpan校正値
p14 出力端子番号6のZero校正値
p15 出力端子番号6のSpan校正値
p16 出力端子番号7のZero校正値
p17 出力端子番号7のSpan校正値
p18 出力端子番号8のZero校正値
p19 出力端子番号8のSpan校正値
p20 出力端子番号9のZero校正値
p21 出力端子番号9のSpan校正値
p22 出力端子番号10のZero校正値
p23 出力端子番号10のSpan校正値

解説 ・ DT500-21の場合は，p8以降のパラメータは無効です。


